令和〇年〇月〇日
工場長 ○○○○ 様
製造部　○○○○
製造ラインにおける製品不良発生に関する顛末書
このたび発生いたしました製造ラインにおける不良品発生について、下記のとおり経緯および原因、対応内容をご報告いたします。

1．発生日時および概要
令和○年○月○日 午前10時頃、当社製造ラインにおいて生産中の製品の一部に寸法不良が発生していることが確認されました。該当ロットの製品について検査を実施した結果、規格外品が複数含まれていることが判明しました。

2．発生の経緯
当日は通常どおり生産を開始し、ライン稼働中に定期検査を実施したところ、基準値から外れた製品が確認されました。直ちにラインを停止し、当該工程の設備および作業状況の確認を行いました。
調査の結果、加工機の設定値が本来の基準値からわずかに逸脱していたことが判明し、その状態で一定時間生産が継続されていたことが不良発生の直接的な要因と考えられます。

3．原因の分析
主な原因は、作業開始時における設備設定の確認不足および、稼働中のチェック体制の不徹底にあります。また、設定変更後の記録およびダブルチェックが十分に機能していなかったことも、不良の早期発見が遅れた一因と認識しております。

4．影響範囲
当該時間帯に生産された製品については全数確認を実施し、不良品の選別・隔離を行いました。現時点で不良品の外部流出は確認されておりませんが、生産効率の低下および追加検査対応が発生する結果となりました。

5．再発防止策
今後は以下の対策を講じ、再発防止に努めます。
・作業開始前および設定変更時の確認手順の見直しと徹底
・重要工程におけるダブルチェック体制の強化
・設備設定値の記録および管理方法の明確化
・定期検査の頻度見直しによる早期発見体制の強化

上記対策を確実に実施し、品質管理の徹底に努めてまいります。
以上
